
１ 調査の概要について

○ 調査の目的

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教

育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の

改善等に役立てる。さらに、そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

〇 実施日：令和７年４月１７日（木）

〇 調査対象とする児童生徒：小学校第６学年、中学校第３学年

〇 調査事項及び手法

・ 質問紙調査：学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する質問紙調査を実施。

・ 教科に対する調査 〔小学校：国語、算数、理科〕〔中学校：国語、数学。理科〕

〇 グラフの見方

・ グラフの数値は素点（テストの点数）ではなく、正答率（最高１００％）です。

オレンジ色のグラフが青色のグラフより大きい ⇒ 高取町の成績が県平均を上回っている。

オレンジ色のグラフが青色のグラフより小さい ⇒ 高取町の成績が県平均を下回っている。

２ 調査結果について

〇 生活習慣や学習環境等に関する調査（抜粋）

本町の児童・生徒の姿

◇小学校は、「自分によいところがあると思うか」の項目において、約90％の児童が肯定的に答えています。また、

「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」という項目に対しては100％の児童が肯定的に答えていることか

ら、自己を大切にしながら、他者や社会にも貢献しようとする児童像が伺えます。しかし、「学校の授業時間以

外に、普段１日当たり１時間以上勉強をしますか」の項目には40％強の児童がしていないと回答しているため、

家庭学習の促進を進める必要があります。

◇「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」という項目では、上位回答が１００％となっ

ています。また、「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」については、「当てはまる」と回答した生徒が全

国平均とはほぼ同率で、県平均を上回っています。このことから、本校生徒はいじめに対する高い倫理観を持ち

合わせているとともに、社会貢献への意欲が高く、他者を思いやる心が育まれていることが伺えます。
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〇 学力に関する調査（抜粋）

国 語 国 語

算 数 数 学

理 科 理 科



３ 課題に対する改善方法

本町の児童・生徒の姿（学力）

◇小学校の国語は、「話すこと・聞くこと」「我が国の言語文化に関する事項」の項目では県平均を大きく

上回っており、言語活動を中心とした授業改善の取組の成果であると考えられます。「情報の扱い方に関

する事項」については、県平均を下回っています。この結果からは、グラフや表から読み取った事項を

もとに文章との関連について答える問題に対して、資料から必要な情報を見つけ出し、整理して活用す

ることに課題が見られます。

算数では、５領域中「データの活用」「数と計算」「図形」の項目では県平均とほぼ同程度であり、児童

の基礎的・基本的な学力は概ね身に付いているといえます。しかし、「変化と関係」「測定」の基礎学力

を応用して解く問題が多い項目に関しては県平均を下回っており、今後の課題であると考えられます。

理科では、B区分（生命・地球）は県平均を上回っていますが、A区分（エネルギー・粒子）に課題があ

ります。科学的な疑問を持ち、実験・観察などの探究的な学習活動を通して理解を深める必要がありま

す。

◇中学校の国語、数学、理科の３教科ともに、全般的に全国・県平均を上回っています。国語は「自分の

考えをわかりやすく伝える表現の工夫」において若干の課題はありますが、「書くこと」に対する力が非

常に高いことが分かります。

数学は「数学的な表現を用いて説明したり証明すること」について若干の課題はありますが、「データの

活用」については高い値を示しています。

理科は「地球を柱とする領域」に課題が見られますが、「粒子を柱とする領域」においては平均以上の値

を示しています。

◇国語科においては、資料や文章をもとに考えをまとめる学習活動を一層充実させる必要があります。そ

のためには、国語に限定せず、他教科でも情報を整理・比較・活用する機会の充実を図ります。

算数科においては、基礎・基本的な知識技能の向上を図るための取組の成果が現れています。また、応

用的な問題にはAIドリルを活用しながら、個別最適な学びを行えるよう支援を行っていきます。

◇国語においては、文脈に即して正しく漢字を使ったり、内容を読み取り、より分かりやすく伝えるため

の表現力に課題が見られます。このことから、国語の授業はもとより、読書活動（図書館教育を含む）

をさらに推進・実行するとともに、自分の考えをまとめる、伝たえる、発表するといった主体的な態度

を育む学習時間をより確保します。

数学では、数学的に説明したり証明する部分に課題が見られます。知識においては高い値を示している

ので、基礎内容の反復・復習を行い、応用力向上に力を入れていきます。

理科については、全般的にほぼ平均的な学力が見られます。数学と同様、学習内容の反復・復習を継続

的に行っていきます。

さらに全ての教科において、読解力向上の取組が必要であると考えています。



参考資料

● 学習状況に関する調査（抜粋）




